
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は桜ヶ丘のまちづくりを進めるため、鉄道高架による立体交差事業 

の推進を掲げて選挙に臨み、有権者の判断を仰ぎました。 

そして今回の議会では再び議席を預からせていただいた責任を果たす 

べく、１２月議会の一般質問で私に許された４０分の質問時間のすべて 

を「桜ヶ丘駅周辺のまちづくり」に費やし、２３項目にわたる質問を行 

い、行政の答弁を求めました。 

 この「みね新聞５６号」の限られた紙面では、すべての質問内容や答 

弁をお伝えすることができないため、一部を抜粋しご紹介させていただ 

きます。 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の７歳の娘（桜ケ丘小２年）、４歳の長男と２歳の次男

の５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■質問を桜ヶ丘関連に一本化 

 

 

■市長の見解を求める 

 

 桜ヶ丘周辺地域の将来を考えた場合、連続立体交差事業の実現性は並行して行われるべき駅周辺のまちづくりに

大きく影響します。市長は桜ヶ丘のまちづくりを考える上でどのような立体交差方式が最も実現性が高く、効果的

と考えているか答弁を求めました。 

私の質問に市長は「立体交差事業については、桜ヶ丘地区交通まちづくり提言書において鉄道高架方式が最もふ

さわしいと提言されており、県や鉄道事業者においても、鉄道高架方式以外は考えられないという見解である。提

言書は学識経験者や商工関係者の代表で構成された検討委員会により作成されており、地元関係者による意見交換

会や、より広く市民意見を伺うための市民討議会を設置し、積極的な意見交換を踏まえ、時間をかけてまとめられ

たものである。立体交差方式については、費用対効果を国土交通省が定めるマニュアルに沿って客観的に算出し、

交通機能、事業の実現性、環境への影響、まちづくりの効果等を総合的に考慮して、鉄道高架方式がふさわしいと

判断されたものと認識している。いずれにしても、連続立体交差事業については県が主体となって進める事業なの

で、本市としては引き続き県や鉄道事業者との連携を図っていきたいと考えている。」と答弁されました。 

この質問で、連続立体交差事業に関して市行政のトップである市長の見解を引き出せたことは、桜ヶ丘の未来を

考える上で大きな意味を持つと私は考えています。 

その他、丸子中山茅ヶ崎線の道路拡幅事業や桜ヶ丘のまちづくりビジョンに関する質問については、次号以降に

改めてご報告できればと思います。 

 



 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

 

 

 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。お子連れでも大丈夫です。ぜひご気軽にご

参加下さい。 
●第７０回みねスクエア 
１月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
 
●第７１回県市合同スクエア 
２月のスクエアは菅原直敏県議との合同で
開催たします。場所や日程が決まり次第、改
めてお知らせいたします。 
 
※公務や天候により日程が変更になる可能性があります。恐れ入り

ますが参加される際はホームページなどでご確認下さい。 
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「障害」のある「普通」の子どもを育てる。 
下記の予定にて「第１９回介護職カフェ＠やまと」で講師としてお話をさせていただくことになりました。 

「障害」のある「普通」の子どもを育てるをテーマに、ダウン症の子どもを育てる親の視点から福祉や子育て

等で感じたことをお話したいと思います。 

【日 程】平成２８年１月２１日(木)【時 間】勉強会１９時〜２０時半／懇親会２０時半〜２２時 

【場 所】デイサービス・ハッピー鶴間 

 大和市西鶴間１−１１−５(小田急江ノ島線「鶴間駅西口」より徒歩５分) 

【会 費】1,000円(懇親会費含む) 

【対 象】 

・ 介護職の方(介護職歴が短くても大丈夫です。むしろそういう人の学びの場です。) 

・ 介護・福祉・医療等に関わりのある方、興味のある方 

・ 本会の趣旨に賛同される一般の方 

※ また、皆さんのお知り合いの方をお誘い頂いても構いません。 

 【主 催】やまと☆オレンジプロジェクト 

https://www.facebook.com/yamato.orange.project  
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